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実際の紙面に掲載された見出し

①大型望遠鏡30㍍の鏡

②東京中心部で不発弾

③指原さん総選挙１位

④トルコで反政府デモ

【解説】

見出しは正解・間違いがはっきり分かれるものではありません。実際の紙面づ

くりでも、どちらがより読者に伝わるかという観点で何度も変えながら、最終的

に紙面に出る見出しになっていきます。

①は望遠鏡の特徴について着目したもの。「ハワイ」という設置場所よりも優

先すると考えた結果です。

②では、言葉を言い換えています。記事に「不発弾」という言葉はありません

が、「爆発しないまま土の中に残っていた旧日本軍の爆弾」を３文字で言い換え

ています。また、沖縄の読者を想定しているので「東京都北区」という地名より

は、３段落目にある「東京の中心部」がイメージがわくだろうと見出しに取って

います。

③はたくさんのキーワードがありますが、「AKB」を見出しに入れなくても読

者には分かるだろうという判断があったと思われます。言葉の認知度も見出しを

考えるときの要素になります。

このワークシートを使った出前授業では、④で「首相への不満」を上げる子も

いました。「トルコで反政府デモ」では、シンプルすぎると考えたのかもしれま

せん。もしも、２つ見出しを使っているレイアウトであれば、「首相への不満」

が使われていた可能性は大です。

大事な単語から見出しを考えることは、複雑にからまった情報を解きほぐして、

重要度の高い順に並べていく練習になります。


